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論文審査の要旨

水痘帯状癌疹ウイルス (VZV) により帯状癌疹が生じることが知られているが、

その再発はまれな現象と考えられており、その詳細については不明な点が多い。

本研究では、小豆島の5 0 歳以上の住民を対象にした 3 年間の大規模な前向き

コホート研究を行い、再発性帯状癌疹の特徴を明 らかにしている。

再発性帯状痘疹の発症頻度は初発型と同等であり 、帯状癌疹の再発は従来考

えられていたよりも多いことが明らかとなった。また 50 歳から 79 歳では、初

発型と比べ再発型では、皮疹や急性期痛がより軽症で、帯状癌疹後神経痛の発症

頻度も低かった。 さらに vzv 特異的細胞性免疫が有意に強いこと も分かつた。

以上のことから、再発性帯状癌疹では帯状癌疹の初回発症時に賦活された細胞

性免疫が、再発時の症状緩和に関与しているものと考えられた。一方、 8 0歳以

上の高齢者では初発型と再発型で差を認めず、これには細胞性免疫が加齢と と

もに低下していることが原因していると考えられた。

高齢化社会の到来により、これまで比較的まれとされてきた帯状癌疹の再発

が、今後増加してくることが予想されるが、本研究成果は、帯状癌疹の病態形成

に加齢や免疫状態がいかなる役割を担っているのかを解明する手掛かりとなる

ものと考えられ、今後の発展が大いに期待される。参考論文と合わせて、医学博

士の学位に十分値する研究であると評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに皮膚病態医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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